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槇
村
浩
詩
集
」
平
和
資
料
館
・
草
の
家
、
飛
鳥
出
版
室

　
　
　2003
（
平
成15

）
年3

月15

日

初
出
：
「
大
衆
の
友
」

　
　
　1932

（
昭
和7
）
年4

月
号

※
副
題
は
底
本
で
は
、
「
―
白
テ
ロ
に
斃
た
×
×
（
１
）
﹇
＃
「
（
１
）
」
は

行
右
小
書
き
﹈
聯
隊
の
革
命
的
兵
士
に
―
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
「
銃
剣
」
に
対
す
る
ル
ビ
の
「
じ
う
け
ん
」
と
「
じ
ゅ
う
け
ん
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の
混
在
は
、

底
本
通
り
で
す
。

※
底
本
は
新
字
旧
仮
名
づ
か
い
で
す
。
な
お
拗
音
、
促
音
の
小
書
き
は
、
底
本

通
り
で
す
。

入
力
：
坂
本
真
一
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正
：
雪
森

2015

年5

月3

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
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ー
ネ
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ト
の
図
書
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空
文
庫
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.
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で
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ら
れ
ま
し
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入
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あ
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た
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は
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の
皆
さ
ん
で
す
。
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